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Miyazaki, H. : Antimicrobial effect of fluoride

mouthrinse on mutans streptococci and lactobacilli

in saliva, Pediatr. Dent., 23 : 113-117, 2001.

６）Murata, T., Miyazaki, H., Senpuku, H. and Hanada,

N. : Periodontitis and serum interleukin-6 level in

the elderly, Jpn. J. Infect. Dis., 54 : 69-71, 2001.

７）Ekanayake, L., Ando,Y. and Miyazaki, H. : Patterns

and factors affecting dental utilisation among

adolescents in Sri Lanka, Int. Dent. J., 51 : 353-358,

2001.

８）Sechler, J.L., Rao, H., Cumiskey, A.M., Vega-Colon,

I., Smith, M.S., Murata, T. and Schwarzbauer, J. E. :

A novel fibronectin binding site required for

fibronectin fibril growth during matrix assembly,

J. Cell Biol., 154 : 1081-1088, 2001.

９）Salam, M.A., Senpuku, H., Nomura, Y., Matin, K.,

Miyazaki, H. and Hanada, N. : Isolation of

opportunistic pathogens in dental plaque, saliva

and tonsil samples from elderly, Jpn. J. Infect. Dis.,

54 : 193-195, 2001.

10）Yoshihara, A., Sugita, N., Yamamoto, K.,

Kobayashi, T., Miyazaki, H. and Yoshie, H. :

Analysis of vitamin D and Fcγ receptor

polymorphisms in Japanese patients with

generalized early-onset periodontitis, J. Dent. Res.,

80 : 2051-2054, 2001.

11）Sakuma, S., Yoshihara, A., Kobayashi, S. and

Miyazaki, H. : Period required for careful

maintenance of fissure-sealed teeth in

schoolchildren using regular fluoride mouth rinse,

Dentistry in Japan, 37 : 88-91, 2001.

12）Wang, J., Someya, Y., Inaba, D. and Miyazaki, H. :

Investigation of mineral changes in subsurface

enamel lesions using electrical caries monitor in

vitro, J. Dent. Hlth., 52 : 59-65, 2002.

13）安藤雄一，高徳幸男，峯田和彦，神森秀樹，根子淑

江，宮崎秀夫：新潟県歯科疾患実態調査における調

査対象者と歯科健診受診者の特性に関する分析. 口

腔衛生会誌，51 : 248-257, 2001.

14）安藤雄一，葭原明弘，清田義和，宮崎秀夫：成人に

おける歯の喪失リスク要因に関する研究－地域住民

を対象とした3年間の縦断調査－. 口腔衛生会誌，51 :

263-274, 2001.

15）葭原明弘，深井浩一，両角祐子，廣富敏伸，宮崎秀

夫：小学校におけるデンタルフロスを用いた保健指

導による歯肉炎の改善. 口腔衛生会誌，51 : 822-827,

2001.

16）筒井昭仁，八木　稔，平田幸夫，境　脩：日本にお

20日，歯科材料・器械，20（Spec Iss 38），132，

2001.

11）金谷　貢，中野周二，堀田憲康，大川成剛，渡辺孝

一，宮川　修：直接的測定法による硫酸カルシウム
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ス協会東北北海道支部研究発表会，米沢，平成13年
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表会講演要旨集，104，2001.

【その他】
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口腔保健推進学分野

【論文】
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2001.

４）Sugita, N., Kobayashi, T., Ando, Y., Yoshihara, A.,
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918, 2001.

５）Yoshihara, A., Sakuma, S., Kobayashi, S. and
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ける水道水フッ化物添加の実現に関する論考－関係

者の合意形成と環境整備－（論説）. 口腔衛生会誌，

51 : 138-144, 2001.

17）葭原明弘，宮崎秀夫：新潟市高齢者コホート調査

（新潟スタディー）からみた歯と全身の健康. 8020,

1, 53-56, 2002.

18）高徳幸男，佐久間汐子，岸　洋志：乳歯う蝕多発傾

向児スクリーニングシステム導入による地域う蝕予

防管理プログラムの成果. 新潟歯学会誌，31 : 47-48,

2001.

19）小川祐司，宮崎秀夫：高齢者における歯周疾患進行

のリスクファクターの研究（学位研究紹介）. 新潟

歯学会誌，31 : 207-209, 2001.

【著書】

１）宮崎秀夫：第12章　クオリティ・コントロールのた

めの診断と分析疫学，リスクに応じた予防歯科学―

入門編―（Per Axelsson，高江洲義矩監訳）. クイ

ンテッセンス出版，東京，132-142頁, 2001.

２）宮崎秀夫：妊婦と歯科保健，周産期医学必修知識・

第５版. 東京医学社，東京，778-779頁, 2001.

３）宮崎秀夫：歯科疾患の状況，2002年版歯科衛生の動

向（日本口腔衛生学会編）. 医歯薬出版，東京，xiii-

xvii, ２-８頁, 2002.

【商業誌】

１）宮崎秀夫：World topics, 高齢者の口腔健康と栄養.

衛生士誌，25（5）: 61, 2001.

２）宮崎秀夫：増加する口臭主訴患者，口臭症患者への

具体的対応. 歯界展望，98 : 142, 2001.

３）飯田俊也，村田貴俊，山賀孝之：全身由来の口臭あ

るいは全身健康状態が口臭と関連したと思われる症

例. 口臭症患者への具体的対応，歯界展望，98 :

161-169, 2001.

４）八木　稔：フッ化物歯面塗布－臨床と地域保健にお

けるフッ化物の局所応用. Dental Diamond，26

（15）: 140-141, 2001.

５）佐久間汐子：フッ化物洗口. Dental Diamond，26

（15）: 142-143, 2001.

６）宮崎秀夫：World topics, 歯科的なケアは高齢者の

口腔健康を改善させるか. 衛生士誌，25（9）: 69,

2001.

７）深井浩一，葭原明弘，森山俊次，堀川敏子，両角祐

子，廣富敏伸，宮崎秀夫：小学校でフロスを教えよ

う！　小学校におけるデンタルフロスを使用した歯

肉炎予防プログラムについて－. 日本歯科評論，62 :

131-137, 2002.

８）宮崎秀夫：World topics, QOLに関連する口腔健康

状態－イギリス国民の見方. 衛生士誌，26（2）: 59,

2002.

【研究成果報告書】

１）佐久間汐子：日本人における飲食物からのフッ化物

摂取量に関する文献的考察，歯科疾患の予防技術・

治療評価に関するフッ化物応用の総合的研究，「フ

ッ化物応用の総合的研究」班事務局. 東京，73-85頁,

2001.（平成12年度厚生科学研究報告）

２）筒井昭仁，八木　稔：水道水フッ化物添加の至適フ

ッ化物濃度に関する研究，歯科疾患の予防技術・治

療評価に関するフッ化物応用の総合的研究，「フッ

化物応用の総合的研究」班事務局. 東京，87-105頁,

2001.（平成12年度厚生科学研究報告）

３）八木　稔：フッ化物歯面塗布の評価，歯科疾患の予

防技術・治療評価に関するフッ化物応用の総合的研

究，「フッ化物応用の総合的研究」班事務局. 東京，

145-165頁, 2001.（平成12年度厚生科学研究報告）

４）渡邊達夫，川口陽子，安藤雄一，宮崎秀夫，豊島義

博：フッ化物利用によるう蝕予防の経済効果に関す

る研究，歯科疾患の予防技術・治療評価に関するフ

ッ化物応用の総合的研究，「フッ化物応用の総合的

研究」班事務局. 東京，333-347頁, 2001.（平成12年

度厚生科学研究報告）

５）宮崎秀夫：70歳高齢者の喪失リスクに関する縦断調

査―１年後の結果. 12-13頁, 2001. （分担：平成12年

度厚生科学研究費補助金　長寿科学総合研究事業報

告書）

６）宮崎秀夫：歯肉炎の保健指導に関する研究. 新潟県

調査委託研究報告書，2002.

７）宮崎秀夫：成分分析型口臭測定器の実用性に関する

研究. 高砂電器受託研究成果報告書, 2002.

８）宮崎秀夫：地域における園児・小中学生の歯科疾患

の予防. 弥彦村調査委託研究報告書，2002.

９）宮崎秀夫，葭原明弘，大内章嗣，藤山友紀，濃野要，

片岡照二郎：歯科におけるQOL評価に関する文献

的考察，「歯科保健水準を系統的に評価するための

システム構築に関する研究」. 31-128頁，2002.（分

担：平成13年度厚生科学研究費補助金健康科学総合

研究事業報告書）

【講演・シンポジウム】

１）宮崎秀夫：歯科医療における口臭診断・治療の意

義. 九州歯科大学同窓会北陸支部講演会，富山県，

2001年４月７日.

２）宮崎秀夫：歯科医療における口臭診断・治療の意

義. 千葉県保険医協会講演会，千葉市，2001年４月

12日.
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催）鯖江市，2002年３月13日.

【学会発表】

１）Takano, N., Ando, Y., Yoshihara, A. and Miyazaki,

H. : factors associated with root caries incidence in
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micronutrients and the prevalence of oral
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International Congress on Oral Cancer, Hague

（the Netherlands）, 2001年４月24-26日.

３）Zain, R, B., Fukano, H., Samsuddin, A, R., Ghazali

,M, N., Nagao, T., Rahman, R., Razak, I.A., Rahman,

Z. A. A., Ikeda, N., Shanmuhasuntharam, P., Yano,
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４）Yoshioka, M., Ayabe, M., Yahiro, T., Higuchi, H.,

Higaki, Y., Miyazaki, H., Yoshitake, H., Shindo, M.
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Congress on Obesity, Vienna （Austria）, 2001年

５月30日-６月２日.

５）Yoshihara, A., Sugita, N., Yamamoto, K.,

Kobayashi, T., Ando, Y., Miyazaki, H. and Yoshie,

H. : Analysis of the vitamin D and Fcγreceptor

polymorphism in generalized early-onset

periodontitis, 79th General Session of the IADR,

（J. Dent. Res., 80, 701）, Chiba（Japan）, 2001年６月

26-30日.

６）Ogawa, H., Yoshihara, A. and Miyazaki, H. : Risk

factors for periodontal disease progression among

elderly people, 79th General Session of the IADR,

（J. Dent. Res., 80, 580）, Chiba（Japan）, 2001年６月

26-30日.

７）Amarasena, D. N., Ekanayaka, A., Herath, L. and

Miyazaki, H.: Smoking, betel chewing and

gingivitis in rural Sri Lanka, 79th General Session

of the IADR,（J. Dent. Res., 80, 580）, Chiba

（Japan）, 2001年６月26-30日.

８）Yagi, M. and Miyazaki, H. : Response pattern on

３）宮崎秀夫：熟年者は人生の達人！”健康寿命を考え

る”，シルバーからゴールドパワーを引き出そう. 新

潟大学大学院医歯学部総合研究科口腔健康科学講座

（予防歯科学講座）主催，新潟市，2001年４月23日.

４）佐久間汐子：生涯を通じた歯科保健対策. 平成13年

度第１回新潟県歯科保健短期実務者研修会，新潟市，

2001年６月21日.

５）八木　稔：口腔保健と全身の健康. 平成13年度第１

回新潟県歯科保健短期実務者研修会，新潟市，2001

年６月21日.

６）八木　稔：歯科医療統計の基礎. 二火会，新潟市，

2001年６月21日.

７）宮崎秀夫：健康日本21における学校歯科保健の役

割. 第９回広島県学校歯科保健研究大会，広島市，

2001年８月９日.

８）宮崎秀夫：口臭の疫学と国際分類. 北海道歯科医師

会医療管理研修会，札幌市，2001年９月15日.

９）宮崎秀夫：口臭の診断と治療. 北海道歯科医師会医

療管理研修会，札幌市，2001年９月15日.

10）佐久間汐子：生涯を通じた歯科保健対策. 平成13年

度第２回新潟県歯科保健短期実務者研修会，新潟市，

2001年９月20日.

11）八木　稔：口腔保健と全身の健康. 平成13年度第２

回新潟県歯科保健短期実務者研修会，新潟市，2001

年９月20日.

12）宮崎秀夫：口臭症治療の現状と課題. 日本歯科大学

新潟歯学部，新潟市，2001年９月27日.

13）宮崎秀夫：「口腔ケアと病院の役割」高齢者・要介

護者と病院の関わりは？. 新潟大学公開講座，新

潟市，2001年10月５日.

14）葭原明弘，宮崎秀夫：口腔保健と全身的な健康状態

の関係について. 平成13年度厚生科学研究シンポジ

ュウム，国立感染症研究所，東京，2001年10月８

日.

15）八木　稔：口腔保健と全身の健康. 新潟県上越保健

所，上越市，2001年10月18日.

16）宮崎秀夫：口臭を通して診る心の健康，体の健康.

平成13年度「8020運動」歯の健康管理講演会，横浜

市，2001年10月26日.

17）宮崎秀夫：口臭の原因となる歯周病. JADR（国際

歯科研究学会日本部会）第１回公開シンポジウム，

東京，2001年11月18日.

18）筒井昭仁，八木　稔：水道水フッ化物添加事業に向

けて. 具志川村，2002年１月21-22日.

19）境　脩，八木　稔：水道水フッ化物添加事業に向け

て. 具志川村，2002年１月28-29日.

20）佐久間汐子：子どもたちの歯の健康を考える－フッ

化物応用と歯の健康－. 口腔保健研修会（福井県主
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小林正治，田口洋，花田晃治，小野和宏，小林富貴

子：新潟大学歯学部附属病院口蓋裂診療班登録患者

の動向によるチームアプローチの評価について.

第25回日本口蓋裂学会（日口蓋誌 26:173頁, 2001），

軽井沢，2001年５月28-29日.

18）朝日藤寿一，寺田員人，八木　稔，小林正治，小野

和宏，飯田明彦，野村章子，佐藤孝弘，吉羽永子，

田井秀明，石井一裕，田口　洋，小林冨貴子，瀬尾

憲司，寺尾恵美子，高木律男，花田晃治：新潟大学

歯学部附属病院口蓋裂診療班登録患者の動向による

チームアプローチの評価について. 新潟歯学会第

１回例会（新潟歯学会雑誌 31（2）: 215頁, 2001），

新潟市，2001年７月14日.

19）廣富敏伸，葭原明弘，宮崎秀夫：歯肉炎予防. 第

12回日本口腔衛生学会甲信越北陸地方会（口腔衛生

会誌 52: 000, 印刷中, 2002），松本市，2001年７月28

日.

20）葭原明弘，王　晶，佐久間汐子，峯田和彦，宮崎秀

夫：地域歯科保健ベースでのシーラントプログラム

の評価. 第50回日本口腔衛生学会総会（口腔衛生

会誌 51: 384-385頁, 2001），名古屋市，2001年９月

29-30日.

21）佐久間汐子，王　晶，中村宗達，宮崎秀夫：乳歯う

蝕増加傾向児の予測指標の特性に関する考察. 第

50回日本口腔衛生学会総会（口腔衛生会誌 51: 402-

403頁, 2001），名古屋市，2001年９月29-30日.

22）八木　稔，藤山友紀，佐久間汐子，宮崎秀夫：園児

および学童におけるフッ化物配合歯磨剤の使用状

況. 第50回日本口腔衛生学会総会（口腔衛生会誌 51:

422-423頁, 2001），名古屋市，2001年９月29-30日.

23）藤山友紀，八木　稔，佐久間汐子，宮崎秀夫：小児

におけるフッ化物配合歯磨剤の使用状況. 第50回
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